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は じめに

近年、健康志向が高まり、スポーッ人口は

増加傾向にある。特に女性では、競技種 目の

拡大とその活躍により、著 しく成績も向上 し

てきている。しかし、若年齢から開始する競

技種 目、例えば新体操、器械体i操等では、体

:重制限と激 しい トレーニングから、スポーツ

選手の摂食障害に関する報告 もみられるよう

になって きた。

そこで、本研究では、体重コン トロールが

必要と思われるスポーッ選手を対象に摂食障

害の主症状である体格 と月経、食行動の3点

に関するアンケー ト調査 を実施 したが、本報

においては、特に新体操 と器械体操 における

年齢 と体格 と月経異常の関係について報告す

る。

対 象

対象 は、全国大会 【全日本学生選手権大会

(イ ンカレ)、インターハイ、全 日本ジュニア

選手権大会、全 日本クラブ選手権大会など】

に出場できるレベルの女子選手で、新体操

125名 、器械体操171名 で あ る。 コン トロール

群 として、 と くにスポー ツを していな い中学

生 、高校 生、大学生(n=309,全 員 女性)に も

同様 の調査 を実施 した。

方 法

上記の体操選手群(新 体操群 ・器械体操群)、

コントロール群に対 し、アンケー ト調査 を実

施 した。

調査内容は以下の通 りである。

1.'体 格について

現在の身長、体重、希望体重、過去 ユ年

間の体重変動を記入させた。

2.月 経について

下記の内、1項 目を選択 させた。

a.月 経未発来

b.続 発性無月経

c.月 経再来(3か 月以上無月経が続

いたあとで、規則的月経の再来 をみ

た もの)

d.不 規則月経

e.規 則的月経
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この他 調査 では、3.食 行 動4.嗜 好 品

5.ス ポ ーッ6.食 事 内容 も過 去1年 間 に

つい て質問を した。

実施期 間は、体i操選手群 は1996年6月 か ら

10月 で あ り、コ ン トロール群 は1996年12月 か

ら1997年2月 で、調査項 目1～3の みの調

査用紙 を使用 した。

以上 のデータを集計 し、運動種 目別 ・年齢

別 に比較 ・検討 し、統計解析 にはt検 定 を使

用 した 。

結果及び考察

1.体 格 につ いて(表1)

体格(身 長 ・体重 ・BMI)は 、種 目により、

それぞれ特徴がみ られた。コントロール群に

比べ新体操群では、年齢が上がるに従い身長

は高 くなる傾向があるが、体重は全体を通 じ

て軽 く、BMIは 有意に小さい。器械体操群

はコントロール群に比べ身長 ・体重 ともに低

値であるが、身長が低いためBMI値 は年齢

の進むとともに有意差が認められなくなった。

また体操選手群は、両群とも現在体重 と希望

体重の差がコントロール群よりも小 さいこと

は、減量の目的を達成している、すなわち体

重管理のできている者が多いことを示す もの

であろう。また、平均身長の低い器械体操群

の希望体重がとくに高校生 ・大学生において

コントロール群の希望体重 とほとんど変わら

ず、希望BMI値 ではむしろ大 きいのは、器

械体操が筋力を要する種 目であるため、除脂

肪体重の維持が必要とされることによるもの

と思われた。

2.過 去1年 間の体重変動 について(図1)

コン トロール群では体重一定者(1年 間ほ

ぼ体重一定)が 多いのに比べ、体操選手群に

おいては高校生 ・大学生に、年間の体重変動

が大きい者が多 くみられたことは年に何回か

行 われる大会に合わせた調整を示すものであ

ろう。

3.月 経について(表2)

1)月 経異常

スポーツに必要な技術の取得のため、競技

開始年齢は若年化する傾向がみ られ、それに

伴い女性の性機能、月経に異常をきたす例が

多いことが注 目されている。性機能が未熟な

時期からの トレーニングによる初経発来の遅

延傾向、さらに激 しい トレーニ ングに起因す

る各種月経異常の発現機序としては、①精神

的 ・身体的ス トレス、②体重(体脂肪)の減少、

③ホルモン環境の変化などの要因が相互に関

与することにより、月経異常がひきおこされ

ると考えられている1)～3)。

本調査では、体操選手群はコン トロール群

に比べ月経異常を示す者が著 しく多かった。

中学生では月経未発来者の比率がコントロー

ル群の約12倍 、高校生では月経未発来 と続

発性無月経を併せた無月経者はコントロール

群の約30倍 、また不規則月経の割合 も高 く、

大学生になると規則的月経の者が増加するも

のの、無月経者はコントロール群に比べて約

5倍 多 くみられた。

新体i操群 ・器械体操群間で比較すると、月

経異常者 は中学生ではほぼ同じであるが、高

校生 ・大学生になると新体操群の方に多かっ

た。また、月経未発来者は中学生、高校生、

大学生 とも器械体操群の方に多 く、特に大学

生では有意差がみられた(p<0.05)。

現代のわが国における初経年齢 については

11歳8か 月～12歳7か 月とされている4)～6)。

本調査では、初経年齢については質問しなかっ

たが、コントロール群の中学生(13.83±0.37

歳)の 月経未発来者は8.3%(13～14歳)で 、

90%以 上の者は初経 を迎えており、高校生で

月経未発来者は1名(1.0%17歳)で あった。

一方、体操選手の月経未発来者は、新体i操群
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で中学生(平 均年齢12.50歳)66.7%・ 高校生

(16.00歳)7.7%、 器械体操群で中学生(13.72

歳)67.4%、 高校生(16.18歳)17.7%、 大学生

(18.33歳)4.5%と 、コントロール群 に比べ多

く、初経発来の遅延を確認することができた。

ただし、新体操群 ・器械体操群の中学生の平

均年齢が、コントロール群の中学生に比べ、

低かったことも考慮に入れなければならない

であろう。Frischは 、 トレーニング開始時期

に加え、体内脂肪の相対的不足が初経発来遅

延の大きな要因であるとしている7)。高校生 ・

大学生における器械体i操群の月経未発来者は

新体操群に比べ割合にして約3倍 である。器

械体操は新体i操に比べ敏捷性と筋力が必要で、

除脂肪体重の比率を大きくして筋力に見合っ

た体重にすることを強 く要求されるため、器

械体操群は新体操群に比べ体脂肪率が低いと

いう影響 も考えなければならない。またハー

ドな練習に伴 うエネルギーの消費が初経発来

のホルモン環境に障害を与えているとされて

おり8)、運動強度についても器械体操の方が

強いと一般にいわれている。これらのことか

ら本調査では器械体操群は新体i操群に比べ月

経未発来者の頻度が高 くなったものと考えら

れる。

本調査ではコン トロール群の高校生(平 均

年齢16.94歳)20.8%、 大学生(20.75歳)17.1

%に 月経異常(月経未発来 ・続発性無月経 ・

不規則月経)が みられたが、体操選手では、

新体操群 の高校生(16.00歳)77.0%、 大学生

(19.55歳)32.0%、 器械体操群の高校生(16.14

歳)58.0%、 大学生(19.28歳)27.2%と 、各年

齢層でコントロール群に比べ高値を示 した。

また、過去に無月経期間のあった者 も、2群

ともコントロール群 に比べ多 く、月経正常者

が有意に少なかった。コントロール群に比べ

て体重変動者の多い体操選手群の高校生で不

規則月経の者が多 く、無月経 ・正常月経者は

少ないことか ら、大会に合わせた体重調整の

際の食事制限、 トレーニングがス トレス とし

て月経のリズムに何 らかの影響を与えている

と考えられた。

2)年 齢、BMlと 月経(図2-1,2)

年齢別BMI値 の全国平均(平 成6年 国民

栄養調査の身長 ・体重より算出)と比較 して、

体操選手群、コントロール群 とも各年齢にお

いて、無月経または月経不規則の者のBMI

は低いところに分布 し、BMI全 国平均値を

越える領域には少なかった。また、コントロー

ル群 と比較 して、体操選手の無月経の者は、

広い年齢層に分布してお り、BMIも 広範囲

で、20あ た りのところに月経の有無の境界が

あった。コントロール群では、BMI18前 後

に境界がみられるものの、年齢が上がれば、

BMI18以 下であっても月経正常者の割合は

大 きかった。また、体操選手群 も年齢が進む

に従ってBMI値 が少なくても月経が正常 と

なる者が次第に増加 していた。以上のことか

ら、本調査では、体操選手群、コントロール

群ともに同年齢のBMI全 国平均値以上の者

には月経異常が少なく、全国平均値以下の領

域に月経異常者が多いが、年齢が進むに従っ

てBMIが 低 くても月経の正常化が起 こるも

のと思われた。
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表1=種 目別身長(cm)・ 体重(kg)・ 希望体 重(kg)の 平均値の一覧表

1

お

ー

n 年齢(歳) 身長(cm) 体重(kg) BMl 希望体重(kg) 希望BMl
中 新 体 操 15 13.07±1.18 152.11±7.gga 36.76±5.63e 15.78±1.ogj 34,97±5,24m 15.01±0.82s

(13～14) (137.0～163.0) (28.5～45.0) (13,9～18.5) (27.0～43.0) (13.2～16.5)

学 器 械 体 操 43 13.84±0.95
b147

.74±6,68 39,40±6.17f 17.92±1.42 37.50±5.6gパ 17.07±1.31

(12～15) (130.0～160.1) (27.0～58.5) (15.5～22.9) (25.0～55.0) (14,8～21.5)

生 コ ン トロール 96 13.83±0,37 156.58±4.3gab 48.10±5.85ef 19.62±2.25j 42.87±3.82mn 17.47±1.31s

(13～14) (145.2～167.0) (36.0～74.0) (15,5～30.6) (35.0～55,0) (14.7～21.0)

古
同 新 体 操 13 16.15±0.66 159.35±6.87 45.92±5.289

k18
.04±1.18 42.88±3.65。 16.78±0.7gt

(15～17) (150.0～171.1) (38.5～54.6) (16,2～19.9) (39.5～50.0) (15.7～18.2)'

校 器 械 体 操 62 16,24±0.94 153.42±4.53c
h45

.96±4.56 19.50±1.40 43,12±3.30P 18.32±0.94

(15～18) (145.0～168.5) (37.0～58.0) (16.2～22.8) (36.0～53.0) (16.2～20.3>

生 コ ン トロー ル 96 16.84±0.37 159.35±4.92c 49,80±5.11gh 19.54±1.77k 45.44±4.02。P 17.83±1.20t

(16～17) (144.0～170.0) (38.0～70。0) (15,4～24.5) (35.0～60,0) (14,1～20.3)

大 新 体 操 97 19.79±1,45 160.23±4,92 49.51±4.77 19.22±1.481 46.40±3.92q 18。04±0.91u

(18～26) (150.0～172.0) (38.0～65.0) (16.2～25.6) (38.0～63,0) (16.2～22.3)

学 器 械 体 操 66 19.79±1.25
d153

.93±3.78 47.70±3.goi 20.13±1.44 45.11±2.94「 19.03±0.95

(璽8～20) (耄43.0～165.0) (40.0～61.0) (16.6～24.7) (39.0～52.0) (16.6～21.3)

生 コン トロー ル 117 20.91±1.07
d158

,42±5.01
i50

.56±6.32
120

.4±1.97 46.88±4.24q「 18.65±1,12u

(19～26) (146.0～173.0) (39.0～70.0) (16,1～28.8) (37.0～60.O) (16.4～22.6)
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表2=月 経 について

月経未 発来 続発性無月経 月経再 来 不規 則月経 規則的月経 無 記 入

～ 中 学 生 新 体 操 10 0 1 2 1 1

(n=15) 66.7% 0.0% 6.7% 13.3% 6.7% 6.7%

器 械 体 操 29 2 0 5 4 3

(n=43) 67.4% 4.7% 0.0% 11。6% 9.3% 7.0%

:コン トロー ル 8 0 5 27 55 1

(n=96) 8.3% 0.0% 5.2% 28.1% 57。3% 1.0%

高 校 生 新 体 操 1 3 2 6 1 0

(n=13) 7.7% 23.1% 15.4% 46.2% 7.7% 0.0%

器 械 体 操 11 6 6 19 19 1

(n=62) 17.7% 9.7% 9.7% 30.6% 30.6% 1.6%

コ ン トロール 1 0 7 19 64 5

(n=96) 1.0% α0% 7.3% 19.8% 66.7% 5.2%

大 学 生 ～ 新 体 操 0 5 18 26 48 0

(n=97) 0.0% 5.2% 18.6% 26.8% 49.5% 0,0%

器 械 体 操 3 0 9 15 39 0

(n=66) 4.5% 0.0% 13.6% 22.7% 59.濯% 0.0%

コ ン トロー ル 0 1 11 19 85 1

(n=117) 0.0% 0.9% 9.4% 16.2% 72.6% 0.9%
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a=ほ1一 定 で ある

b:4.5kg以 上 太 った

c=4.5kg以 上 や せた

d=4.5k以 上 太 った りやせ た り した

図1:過 去1年 間の体重変動



女子体操選手における月経異常と体格との関係について

図2-1:年 齢 ・BMl・ 月経(体 操選手群)

図2-2:年 齢 ・BMI・ 月 経(コ ン トロ ール 群)
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